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奄
美

諸

島

に
は

沖

縄

(
本

島

)

の

〈
門

中

〉

と

呼

ば

れ

る

父

系

の

鋤
σq
m
B
o
口
。゚

°。
剛ぴ

(
翫
口
$

σq
①
)

や
内

地

の

〈
同

族

団

〉

の
よ

う

な

一

種

の

唱
讐

ユ
山

ぎ
$

αq
①

と

規

定

し

う

る

ほ
ど

の
親

族

組

織

は

存

在

し

な

い
。

し

か

し

南

西

諸

島

の
各

村

落

と

共

通

し

て
、

奄

美

諸

島

の

(
一
)

各

部

落

(
シ

マ
と

呼

ば

れ

る

)

に
も

、

〈
ヒ

キ
〉

な

い
し

〈
バ
ラ
〉

系

と

〈
ハ
ロ
ー
ジ

〉

な

い
し

〈
チ

ョ
ウ
デ

ー

〉

系

と

の
親

族

用

語

で

表

わ

さ

れ

る

親

族

組

織

が

併

存

し

、

社

会

生

活

の
様

々
な

場

面

に
複
雑

・
多

様

な
形

態

を

示

し

て

い
る

。
〈
ヒ
キ

〉
系

の

名

称

に
該

当

す

る

も

の

と

し

て

は

、

ヒ

キ

、

チ

ュ
ビ

キ

、

シ

キ

な
ど

、
〈
バ
ラ
〉
系

の

そ

れ

は

バ
ラ

、

パ

ラ

、

チ

ュ
パ

ラ

な

ど

が
あ

る

。

こ

の

〈
ヒ
キ

〉
・

〈
バ
ラ
〉

は

同

義

で
あ

り

、

同

一
部

落

内

に
併

存

す

る

地

域

も

あ

る

。

〈
ハ
ロ
ー
ジ

〉
系

は

ハ

ロ
ー

ジ

、

パ

ル
ジ

な

ど

、
〈
チ

ョ
ウ

デ
ー

〉
系

は

キ

ョ
ウ

デ

ー

、

ソ

ォ
ー

デ

ン
チ

ャ
ー

な

ど

で
あ

る

。

そ

れ

ら

は
構

造

上

、
〈
ヒ
キ

〉
・
〈
バ
ラ
〉
系

が

、
自

己
を

先

祖

な

い
し

上
位

世

代

者

と

血

縁

関

係

を

辿

り

な
が

ら

関

連

付

け

る

概

念

で
あ

り

、
〈
ハ
ロ
ー

ジ

〉
・
〈
チ

ョ
ウ
デ

ー

〉
系

が

、
自

己

と
両

親

な

い
し

兄
弟

姉

妹

な
ど

と

の
親

子

・
キ

ョ
ウ
ダ

イ

関

係

に
基

づ

く

二

二

二
世

代

間

の
親
族

認

知

の
概

念

で
あ

る

と

言

え

よ

う

。

ま

た

血

縁

に

基

づ

く

8

αq
昌
碧
①
ω

と

婚

姻

に
よ

る

p
由
口
Φ
。゚
と

は
明

確

に
区

別

さ

れ

、
特

に
後

者

は

エ

ン
ビ

キ

ーー

ハ
ロ
ー
ジ

と

呼

ば

れ

る
。
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(
i
)

ヒ

キ

の

構

造

奄
美
諸
島
の
ヒ
キ
の
性
格
に
関
し
て
は
、
そ
の
双
系
性

・
父
系
性
を
め
ぐ

っ
て
論
争
が
展
開
さ
れ
、
結
局
は
祖
先
と
の
関
係

に
基
礎
を

(
二
)

お
く
血
縁
概
念
で
あ
る
と
の
見
方
に
落
着
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ヒ
キ
が
様
々
な
社
会
生
活
の
場
面

に
、
多
様
な
様
相
を
示
す

と
い
う
性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
ム
ラ
人
の
意
識
し
て
い
る
ヒ
キ
の
観
念
も
、
そ
の
場
面

・
場
面
で
、
父

系
的
で
あ

っ
た
り
、
多
系
的
で
あ

っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
多
様
な
様
相
を
示
す
ヒ
キ
の
性
格
を
分
析
す
る
手
掛
り
と

●

●

●

●

、

、

、

、

(
三

)

し
て
、
ヒ
キ
が
血
縁
集
団
に
関
す
る
の
か
、
血
縁
関
係
に
関
す
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ヒ
キ
が
村
落
社
会

生
活
で
問
題
に

(
顕
在
化
)
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
配
偶
者
の
選
定
、
祖
先
祭
祀
、
女
性
司
祭
者

(
ノ
ロ
)
役
の
継
承
や
儀
礼
的
地

位

(グ
ジ
)
の
継
承
な
ど
で
あ
る
。

("11
)

血
縁
関
係
認
知
の
次
元
で
の
ヒ
キ

奄
美
諸
島
全
域
に
わ
た
っ
て
、
自
分
は
父
の
ヒ
キ
、
母
の
ヒ
キ
、
祖
母

(父
の
母
)
の
ヒ
キ
で
あ
る
と
い
う
風
に
、
多
系
的
に
血
縁
関

係
が
辿
れ
る
限
り
、
上
位
世
代
者
と
の
関
係
付
け
を
す
る
ヒ
キ
認
識
が
あ
る
。
こ
れ
は
理
論
的
可
能
性
と
し
て
、
自
分
よ
り

一
世
代
上
で

は
父
の
ヒ
キ
、
母
の
ヒ
キ
の
二
つ
、
二
世
代
上
で
は
四
つ
と
い
う
具
合
に
、
N
、
(ミ
は
世
代
数
)
の
系
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際

に

は
、
そ
れ
ら
の
系
が
無
限
に
拡
大
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、あ
る
範
囲
内
で
系
が
選
択
さ
れ
て
ヒ
キ
が
認
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

奄
美
大
島
で
は
、
ヒ
キ
が
自
分
か
ら
四
世
代
前
の
男
女
い
ず
れ
か

一
方
の
親
を
選
択
す
る
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
に
決
定
し
て
な
く
、
い

(
四
)

わ

ゆ

る

o
日
げ
二
⇔
8
目
巴

に

血
縁

関

係

が
設

定

さ

れ

る
と

い
う

。

ま

た

奄

美

大

島

田
検

で
は

、

ヒ
キ

に
は

二

つ

の
意

味

が

あ

り

、

一
は

同

一
祖

先

か

ら

分

か

れ

た
親

族

集

団

で

、
広

義

の

ヒ
キ

で
あ

り

、

他

の

一
は

自

己
を

中

心

に
し

て
、

独

立

し

た

兄
弟

姉

妹

、
叔

伯

父

母

、

イ

(
血
)

ト
コ
、
イ
ト
コ
チ
ガ
イ
を
含
む
範
囲
で
、
更
に
は
祖
父

・
孫
の
代
の
上
下
二
世
代
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
。
同
様
な

こ
と
は
沖
永
良
部
島
西
原

　
ハ
　

の

バ
ラ
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
血
縁
関
係
認
知
の
次
元
で
の
ヒ
キ
は
父
系
な
い
し
単
系
血
縁
を
意
味
す
る
性
格
で
は
な
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い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
認
知
観
念
は
、
た
と
え
ば
配
偶
者
の
選
択
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
。
喜
界
島

で
は
偲
諺
に

「畑
を
買
う
な
ら

ア
ラ
ジ

(荒
地
)
の
つ
い
た
の
を
買
え
、
嫁
を
貰
う
な
ら
ヒ
キ
を
見
て
貰
え
」
と
あ
る
よ
う
に
、
配
偶
者
の
選
定
に
は
ヒ
キ
が
問
題
に
な

る
。
こ
の
場
合
、
ヒ
キ
の
良
し
、
悪
し
が
大
き
く
作
用
し
、
そ
れ
は
先
祖

の
行
状

・
功
績
な
い
し
身
体
的
特
徴

な
ど
に
よ

っ
て
判
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
当
事
者
の
父
の
ヒ
キ
、
母
の
ヒ
キ
、
更

に
は
父
の
母
、
母
の
母
の
の
ヒ
キ
ま
で
遡

っ
て
問
題

に
さ
れ
、
父
の
ヒ
キ
が
良

く
、
母
の
そ
れ
が
悪
い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
場
合
が
起
る
。
こ
の
例
か
ら
も
、
ヒ
キ
が
多
系
的

に
認
知
さ
れ
、

問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
と
先
祖
と
の
血
縁
関
係
認
知
の
次
元
で
の
ヒ
キ
は
、
ど
れ
か

一
つ
の
系
が
強
調
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
あ
る
範
囲
内
で
辿
れ
う
る
系
の
す

べ
て
が
同
じ
程
度
に
関
係
を
も

つ
の
で
あ
る
か
ら
、
多
系
的
性
格
を
示
す
と
言
え
よ
う
。

(。-,-。-
)

血
縁
集
団
へ
の
帰
属
の
次
元
で
の
ヒ
キ

奄
美
諸
島
全
域
に
わ
た
っ
て
、
血
縁
関
係
に
基
づ
い
て
、
姓
や
家
名
、
な
い
し
屋
敷
名
を
冠
し
た
親
族

(
血
縁
)
集
団
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
、
ヒ
キ
は
そ
の
よ
う
な
集
団

へ
の
帰
属
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
集
団
は
～
ビ
キ
と
か
～
バ
ラ
と
呼
ば
れ
、

一
般
に
、
墓
地
を

共
同
に
す
る
と
か
、
特
定
の
神
社
を
管
理

・
司
祭
す
る
氏
子
集
団
を
形
成
す
る
と
か
、
ま
た
、
あ
る
拝
所
の
氏
子
集
団
を
形
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
集
団
構
成
の
原
理
も
父
系
血
縁
を
建
前
と
し
て
い
る
。
喜
界
島
で
は
、
明
確
に
系
譜
関
係
が
確
認
さ
れ
る
親
族

の

αq
同o
⊆
℃
言
σq
が
認
あ
ら
れ
る
。
こ
の
軸
と
な
る
象
徴
物
は
、
ム
ヤ
と
呼
ば
れ
る
共
同
墓
地
で
あ
る
。
ム
ヤ
は
断
崖
の
中
腹
に
堀
ら
れ
た

横
穴
式
洞
穴
墓
所
で
、
奄
美
諸
島
の
中
で
も
喜
界
島
に
特
に
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
血
縁
集
団
(
ヒ
キ
集
団
)
の
中
心
家
で
あ
る
ラ

ヤ
ム
ト
ウ

(宗
家
)
の
管
理
す
る
オ
ヤ
デ
ラ

(家
形
の
墓
石
ー-
宗
墓
)
が
山
央
に
安
置
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
ヒ
キ
成
員
の
テ
ラ

(
墓
)
が

　
も
　

置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
宗
墓
の
周
囲
に
置
か
れ
た
墓
は
、
二
・
三
男
が
分
家
創
設
し
た
場
合
の
も
の
が
多

く
、
そ
の
場
合
は
、
父

の
ヒ
キ
の
ム
ヤ
に
彼
等
の
墓
を
設
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
血
縁
集
団
へ
の
帰
属
は
父
系
の
血
縁
関
係
を
辿

っ
て
な
さ
れ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
墓
が
ど
の
宗
墓
と

一
緒
に
な
っ
て
い
る
か
に
よ

っ
て
自
分
の
所
属
す

る
血
縁
集
団
が
確
認
さ
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れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
ヒ
キ
成
員
が
宗
家

へ
一
堂
に
会
し
、
排
他
的
集
団
を
形
成
し
て
共
同
祭
祀
を
実
修
す
る
と
い
う
機
会
は
な

く
、

た
だ
祖
先
祭
祀

(後
述
)

の
際
に
、

個
人
毎
に
宗
墓

へ
参
詣
す
る
と
い
う
親
族
行
動
を
と
る
に
過
ぎ
な

い
か
ら
、

そ
の

"血
縁
集

団
"
は
観
念
的
次
元
で
の
集
団
構
成
と
見
な
し
た
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
な
墓
を
共
同

に
し
、
父
系
を
建
前
と
す

(
八
)

(
九
)

る
血
縁
集
団
は
奄
美
大
島
、
沖
永
良
部
島
な
ど
に
も
存
在
す
る
。
奄
美
大
島

に
は
、
ヒ
キ
単
位
で
八
幡
神
社
と
か
琴
平
神
社
な
ど
を
世
話

(
一
〇
)

す
る

一
種
の
氏
子
集
団
の
形
成
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
氏
子
集
団
へ
の
帰
属
に
関
し
て
は
、
父
系
を
建
前
と
す
る
が
、
婿
入
婚
が
生
じ
た
場

合
に
は
母
を
通
し
て
な
さ
れ
る
。
し
か
し
嫁
入
婚

に
お
い
て
は
母
を
通
し
て
氏
子
集
団
へ
帰
属
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
父
系

の

鵠
目
①
が
優
先
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
現
象
面
か
ら
、
あ
る
い
は
統
計
的
資
料
の
み
で
、
そ
れ
を

鋤ヨ
ぴ
出
讐
臼

巴

と
見
な
す
の
は
早
計

で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
徳
之
島
に
は
ア
モ
ト
と
称
さ
れ
る
拝
所
が
あ
り
、
そ
の
司
祭
を
中
心
と
す
る
氏
子
集
団
が
形
成
さ
れ
る
。
拝
所

を
祀
る
本
家
は
男
系
を
建
前
と
し
、
他
は
双
系
的
に
流
動
性
を
示
す
こ
と
か
ら
、
。・9
旨

冒
ロ
$
σq
①
に
近
似
す

る

σQ
Ho
ロ
b
ぎ
σq

で
あ
る
と

(
一
一
)

言
う
。
更
に
加
計
呂
麻
島
の
女
性
司
祭
者
や
儀
礼
的
地
位
の
継
承
に
お
い
て
は
、
血
縁
集
団

へ
の
帰
属
と
同
様
な
原
理
が
見
出
さ
れ
、
父

コ
ニ　

系
的
に
継
承
さ
れ
る
と
言
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
統
合
の
象
徴
物

(墓
と
か
神
社
な
ど
)
が
存
在
し
な
く
と
も
、
奄
美
大
島
、

(
一
三
)

(
一
四
)

(
一
五
)

沖

永
良

部

島

、

徳

之

島

、

加

計

呂

麻

島

、

喜

界

島

の

い
く

つ
か

の
部

落

で
は

、

父

系

に
傾

斜

し

た
血

縁

集

団

の
存

在

が
指

摘

さ

れ

て

い

る

。

い

ず

れ

に
せ

よ

、

よ

り

固

定

的

な

血

縁

集

団

へ
の

帰

属

の

次

元

で
の

ヒ
キ

は

、

父
系

的

性

格
を

示
す

と

言

え

よ

う

。

(
V・-
)

ハ

ロ
ー

ジ

・
チ

ョ
ウ

デ

ー

の
構

造

〈
ヒ

キ
〉

〈
バ
ラ
〉

系

と

重

複

し

て
、

〈
ハ
ロ
1

ジ

〉
・
〈
チ

ョ
ウ
デ

ー

〉

系

の
親

族

概

念

が
あ

る

。

ハ
ロ
ー

ジ

は
父

方

・
母

方

を

区

別

す

る

こ
と

な

く

自

己

を

中

心

に
し

て
上

下

三

世

代

く

ら

い
を

範

囲

と

す

る

℃
臼

ω
o
ロ
巴

犀
ぎ

砕

Φ
α

と

見

な

せ

る

よ

う

で

あ

る

。

そ

し

て

キ

ョ

ー

デ
(
チ

ョ
ウ

デ

ー

)
は

兄

弟

姉

妹

関

係

の
概

念

の
延

長

で
あ

り

、

同

一
世

代

に
限

ら

ず

、

父

・
母

方

双

方

の
オ

ジ

、

オ

バ

、

な

い

し

は

子

供

達

を

も

含

む

、

自

己
を

中

心

と

し

て
上

下

一
世

代

を

範

囲

と

し

て

い
る

。

ハ

ロ
ー

ジ

・
キ

ョ
ー

デ

は

い

ず

れ

も

血
族

に

限

ら
ず

姻

族

を
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も
含
む
性
質

で
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
両
者
が
併
存
す
る
地
域
に
お
い
て
、
前
者
は
後
者
よ
り
遠
い
血
族
な
い
し
姻
族
を
指
し
て
い
る
。

ゆ
い

こ
れ

ら

の
親

族

概

念

で
意

識

さ

れ

る
親

族

行

動

は

日
常

生

活

で

の
援

助

や
通

過

儀

礼

な

ど

に
お

け

る

相

互

扶

助

的

関

係

や

労

働

上

の
結

な

ど

を

通

し

て
顕
在

化

す

る

。

(
v
)

ヒ
キ

と

ハ

ロ
ー

ジ

・
チ

ョ
ウ

デ

ー

ヒ
キ

と

ハ

ロ
ー

ジ

・
チ

ョ
ウ

デ

ー

の
違

い
を

「
ヒ
キ

は
祖

先

か

ら
子

孫

に

つ
な

が

る
血

す

じ

(
血

統

)

で
、

キ

ョ
ウ
デ

ー

は

イ

ト

コ
達

(
一
六
)

の
様
な
横
の
つ
な
が
り
を
さ
す
」
と
ム
ラ
人
が
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
者
が

餌昌
8
ω8
円
8
昌
8
器
匙
な
概
念
で
、
後
者

が

①σq
o
oo
口
件oH巴

な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
実
際
の
村
落
生
活
に
お
い
て
ヒ
キ
が
顕
在
化
す
る
の
は
、

一
般
に
配

偶
者
の
選
定
と
い
う
集
団
の
存
続

に
係
わ
る
こ
と
、
祖
先
祭
祀
に
お
け
る
祖
先
と
の
系
譜
関
係
の
確
認
、
神
社

や
小
祠
な
ど
を
祭
祀
す
る

氏
子
集
団

へ
の
帰
属
、
な
い
し
は
女
性
司
祭
者
や
儀
礼
的
地
位
の
継
承
と
い
う
特
定
の
地
位
取
得
に
関
す
る
分

野
な
ど
に
お

い

て

で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ
ョ
ウ
デ
ー
〉
は
日
常
生
活
、
通
過
儀
礼
や
労
働
に
お
け
る
相
互
扶
助
的
関
係
の
設
定
と
い
う
分
野

で
顕
在
化
す
る
。

以
上
の
構
造

・
機
能
の
相
違
か
ら
、
〈
ヒ
キ
〉
系
の
親
族
概
念
は
、
祖
先
と
の
系
譜
関
係
に
基
づ
い
て
自
己
の
位
置
を

認
知

・
確
定
す
る
性
質
で
あ
り
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ
ョ
ウ
デ
ー
〉
系
の
そ
れ
は
、
両
親
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
イ
ト
コ
や
兄
弟
姉
妹
な
い

し
は
限
定
さ
れ
た
世
代
間
で
の
自
己
と
の
親
族
関
係
を
認
識
す
る
性
質
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
あ
る
種

の
集
団

(氏
子
集
団
や
祭

祀
集
団
な
ど
)
の

⇔
田
団
讐
一8

(帰
属
)
に
関
し
て
は

〈
ヒ
キ
〉
は
父
系
的
な
か
た
よ
り
を
示
す
が
、

〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉

〈
チ
ョ
ウ
デ
ー
〉

は
あ
く
ま
で
双
系
的
で
あ
る
。
結
局
、
山
o
ωo①
巳

(出
自
)

の
概
念
を
単
系
親
族
組
織
の
み
に
限
定
す
る
と
い
う
視
点

に
拘
泥
し
な
い
な

ら
、
〈
ヒ
キ
〉
は
ま
さ
に

血
Φ
。゚o①
三

の
概
念
で
、
〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ
ョ
ウ
デ
ー
〉
は

臼
冨
菖
8

に
基
づ
く

℃
①
屋
8
巴

閃
ぎ
時
①血
の
概

念
で
、
そ
れ
ぞ
れ
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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⇔

祖

先

祭

祀

(i
)

祖
先
祭
祀
の
時
期

奄
美
諸
島
の
祖
先
祭
祀
の
行
な
わ
れ
る
時
期
は
、
性
格
上
次
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
⑧

日
常
的
祭
祀
、
㈲
年
中
行

事
、
㈹
通
過
儀
礼
で
あ
る
。
㈲
日
常
的
祭
祀
は
、
毎

日
の
食
事
前
に
先
祖
棚

へ
供
物

(茶
、
御
飯
な
ど
)
を
上
げ
た
り
、
毎
月

一
日
と

一

五
日
と
に
墓

へ
花
や
線
香
を
上
げ
た
り
す
る
行
為
を
通
し
て
実
修
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
㈲
年
中
行
事
に
行
な
わ
れ
る
祖
先
祭
祀
の
時
期

は
、
旧
七
月

=
二
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
る

盆
行
事
が

奄
美
全
域
に
共
通
し
て
い
る
ほ
か
は

多
様
性
を
示
す
。
喜
界
島
で
は
シ
バ
サ
シ

(旧
八
月
最
初

の
丁
の
日
か
ら
五
日
目
)
の
日
に
行
な
う
東
北
部
と

コ
ウ
ソ
マ
ツ
リ

(
旧
九
月
以
降
最
初
の
壬
戌
の
日
か
ら
五
日
目
)
に

行
な
う
西
南
部
と
に
分
か
れ
る
。
奄
美
大
島
で
は
ミ
ー

ハ
チ
ガ
ツ

(新
八
月
の
意
)
と
呼
ば
れ
る
ア
ラ
シ
ツ

(旧
八
月
最
初
の
丙
の
日
)
、

シ
バ
サ
シ

(
ア
ラ
シ
ツ
か
ら
中
七
日
お
い
た
甲
の
日
)
、

ド
ン
ガ

(
シ
バ
サ
シ
後
の
甲
子
の
日
)
の
期
間
に
行

な
う
地
域
が
多
く
、
中
で

も
ド
ン
ガ
が

一
年
中
で
最
も
重
要
な
祖
先
祭
祀
と
さ
れ
る
。
加
計
呂
麻
島
諸
鈍
な
ど
で
は
権
現
祭

(旧
九
月
九

日
)
に
、
名
瀬
市
小
湊
で

は
カ
ネ
サ
ル
祭

(
ド
ン
ガ
の
五
日
前
)
に
と
い
う
よ
う
に
新
八
月
と
は
異
な
る
日
に
行
な
う
地
域
も
あ
る
。
徳

之
島

で
は

ハ
マ
オ
リ

(
盆

が
過
ぎ
て
最
初
の
丁
と
戌
の
二
日
間
)
の
日
に
行
な
わ
れ
る
が
、
他
に
ウ
ヤ
フ
ジ

マ
ツ
リ
と
い
う
祖
先
祭
祀
も
あ
る
。
沖
永
良
部
で
は
ウ

ヤ
フ
ジ

マ
ツ
リ
と
言
わ
れ
る
墓
開
き

(旧
九
月
以
降
最
初
の
庚
寅
の
日
)、
ナ
ン
カ
ビ

(墓
開
き
の
七
日
後
)、

ド
ン
ガ

(
ナ
ン
カ
ビ
の
二

日
後
)
に
行
な
わ
れ
、
他
に
ブ
リ
チ
ャ
ト
ー

(旧
八
月

一
四
日
あ
る
い
は
命
日
の
日
)
に
祖
先
祭
祀
が
行
な
わ

れ
る
。
与
論
島
で
は
イ
ヤ

ー
プ
ジ
に
行
な
わ
な
㍍
鴨
㈲
通
過
儀
礼
は
、
死
者
供
養
か
ら
三
三
年
忌
の
弔
い
上
げ
ま
で
の
期
間
で
地
域
に
よ

っ
て
は
若
干
異
な
る
が
、

一
般
に
、
三
日
祭
、
七
日
祭
、
五
十
日
祭
、

一
・
三

・
七

・
十
三

・
十
七

・
二
十
三

・
二
十
七

・
三
十
三
年
の
各
年
忌
祭
で
あ
る
。
七
日
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祭
ま
で
は
表
座
敷
に
設
置
さ
れ
た
祭
壇
に
仮
位
牌
が
安
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
以
後
は
本
位
牌
に
書
き
写
さ
れ
、
先
祖
棚
に
安
置
さ
れ
る
。

ま
た
洗
骨

・
改
葬
は
三
～
七
年
目
の
シ
バ
サ
シ
の
日
に
行
な
わ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

(
●-●-
)

祖
先
祭
祀
の
内
容
と
そ
の
単
位

①
日
常
的
祭
祀
の
単
位
は
家
族
で
、
祀
ら
れ
る
対
象
と
な
る
祖
霊
は
家
族
成
員
の
記
憶
に
新
し
い
も
の
か
ら
三
十
三
年
忌
祭
を
経
て
神

的
存
在
に
な
っ
て
い
る
も
の
ま
で
を
含
む
。
位
牌
に
記
入
さ
れ
て
い
る
祖
先
の
す
べ
て
で
、祖
霊
の
個
性
が
消
滅
し
て
い
な
い
近
祖
か
ら
、

そ
れ
が
消
滅
し
た
遠
祖
に
い
た
る
ま
で
の
祖
先
に
対
す
る
祭
祀
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
奄
美
大
島
の

一
部
で
は
毎
月
の

一
日
と
十
五
日
の

墓
地

へ
の
参
詣
は
、
家
族

レ
ベ
ル
を
越
え
て
父
系
血
縁
関
係
者

(父
の
ヒ
キ
)
の
墓

へ
も
な
さ
れ
る
。

②
年
中
行
事
の
時
期
に
な
さ
れ
る
祖
先
祭
祀
を
喜
界
島

の
ウ
ヤ
ン
コ
ー
と
徳
之
島
の

ハ
マ
オ
リ
、
更
に
奄
美
大
島
、
喜
界
島
の
盆
行
事

を
中
心
に
考
察
し
、
そ
の
性
格
を
述
べ
て
み
よ
う
。
喜
界
島
の
ウ
ヤ
ン
コ
ー
は
、
コ
ー
ソ
マ
ツ
リ
の
日
の
朝
早
く

、
家
族
員
が
自
分
の
ヒ

キ
共
同
墓
に
花

・
酒

・
供
物
を
持
参
し
、
礼
拝
す
る
行
事
で
あ
る
。
各
ヒ
キ
の
成
員
は
生
家
の
墓

へ
詣

っ
た
後
、

ヒ
キ
の
中
心
家
で
あ
る

宗
家
の
管
理
す
る
オ
ヤ
デ
ラ
へ
供
物
を
上
げ
て
礼
拝
す
る
。
婚
入
し
た
女
性

(養
子
縁
組
の
男
性
)
は
、
最
初

に
自
分
の
生
家
の
墓
や
ヒ

キ
の
オ
マ
デ
ラ
へ
詣
っ
て
か
ら
婚
家

(養
家
)
の
墓
に
限
ら
ず
、
母
の
生
家
、
父
の
母
の
生
家
な
ど
の
墓

へ
も

そ
れ
ぞ
れ
詣
る
。
し
か
し

自
分
の
兄
弟
姉
妹
、
息
子

・
娘
の
婚
家

・
養
家
先
、
配
偶
者
の
生
家
の
墓
へ
は
原
則
と
し
て
詣
ら
な
い
。
そ
し
て
自
分
の
ヒ
キ
の
オ
ヤ
デ

ラ
へ
は
、
家
族
の
墓
と
同
様
に
、
超
世
代
的
に
参
詣
す
る
の
が
義
務
的
行
為
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

(
母
、
父
の
母
な
ど
)
の
ヒ

キ
の
墓

へ
は
三

・
四
世
代
経

つ
と
参
詣
し
な
く
な
り
、
義
務
的
性
格
も
薄
ら
い
で
行
く
。
以
上
の
よ
う
に
現
在
喜
界
島
の
ウ
ヤ
ン
コ
ー
は

各
個
人
が
め
い
あ
い
に
墓

へ
詣
る
と
い
う
形
態
を
と
る
が
、
大
正
初
期
ま
で
は
、
奄
美
大
島
や
徳
之
島
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
墓
地

毎
に
親
族
が
集

っ
て

一
種
の
祭
祀
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
は
各
ヒ
キ
成
員
が

一
重

一
瓶
を
持
参
し
て
、
自
分
の
墓
を
安
置
し
た
ム

ヤ
の
前
に

一
堂
に
会
し
、
礼
拝
後
、
飲
食
す
る
と
い
う
形
態
で
あ

っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
喜
界
島
の
ウ
ヤ
ン
コ
ー
に
お
け
る
親
族
行
動
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は
、
父
系
の
血
縁
認
知
に
基
づ
く
親
族
間
で
は
超
世
代
的
性
格
で
あ
る
の
に
対
し
、
母
系

(女
系
な
い
し
女
方
)
の
血
縁
関
係
を
辿
る
親

　

　へ
　

族
間
で
は
、
世
代
経
過
に
つ
れ
て
切
断
し
て
行
く
限
定
世
代
的
性
格
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
祭
祀
単
位
は
家
族

の
枠
を
越
え
た
親
族

(集

団
)
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
見
な
せ
よ
う
。

徳
之
島
の

ハ
マ
オ
リ
は
、
海
の
神

(す
な
わ
ち
ネ
ヤ
の
神
)
や
先
祖
を
祀
る
行
事
で
あ
る
。
盆
過
ぎ
の
丁
の
日
に
海
岸
の
岸
に
来

て
い

コ
　
　

る
先
祖
を
迎
え
る
た
め
、

ハ
マ
オ
リ

・
ヤ
ド
リ
と
い
う
小
屋
を
作
る
。
こ
の
小
屋
を
作
る
人
々
は
先
祖
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
一
種
の
祭
祀
集
団

(団
体
)
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
ハ
マ
オ
リ
祭
祀
へ
の
参
加
は
世
代
を
越
え
て
存
在
す

る
家
を
単
位
と
し
て
お
り
、

(
二
〇
)

祭
祀
集
団
は
原
則
と
し
て
父
系
の
ヒ
キ
を
建
前
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
父
系
親
族
集
団

(
ヒ
キ
)
単
位
に
祭
祀
集
団
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
数
だ
け

ハ
マ
オ
リ

・
ヤ
ド
リ
が
設
置
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
先
祖
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
結
局

ハ
マ
オ
リ
の
祭

祀
単
位
は
親
族

(集
団
)

レ
ベ
ル
で
、
そ
れ
も
父
系
の
血
縁
集
団

(
ヒ
キ
)
で
あ
る
。
そ
し
て
祭
ら
れ
る
先
祖
は
三
十
三
年
忌
祭
を
経
た
神
的
存
在
と
か
始
祖
の
性

格
を
有
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
個
性
の
消
滅
し
た
遠
祖
で
あ
る
と
理
解
出
来
よ
う
。

最
後
に
、
祖
霊
祭
と
も
呼
ば
れ
る
盆
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
旧
七
月

=
二
日
の
夕
方
に
家
族

が
墓
地

へ
行
き
、
提
燈
に
灯
を
と
も
し
て
先
祖
を
家

へ
迎
え
る
。
喜
界
島
で
は
、
盆
の
先
祖
は
グ
シ
ョ

(死
者
の
住
む
世
界
で
、
七
日
七

　
　
ニ

　

夜
歩

い
て
行
く
遠

い
所
と
も
地
下
に
あ
る
水
の
乏
し
い
所
と
も
言
わ
れ
る
)

か

ら

や

っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

各
家
で
は
表
座

敷
の
床
の
間
に
祭
壇
を
設
置
し
、
位
牌
を
並

べ
、
そ
の
周
囲
を
戸
や
障
子
で
仕
切

っ
て
盆
座
敷
を
作
る
。
そ
こ
に
は
、
三
十
三
年
忌
祭
前

の
精
霊
の
数
だ
け
の
膳
と
、
他
に

一
膳
を
し

つ
ら
え
る
。
こ
の

一
膳
は
精
霊
を
お
伴
し
て
来
る
霊
の
た
あ
の
も

の
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て

三
日
間
、
朝
昼
晩
は
御
飯

・
味
噌
汁
に
料
理
物
が
、
午
前

一
〇
時
と
午
後
三
時
に
は
お
茶
と
菓
子
が
供
え
ら
れ
る
。
他
家

へ
婚
出
し
た
女

性
や
分
家

・
独
立
し
た
男
性
は
オ

ハ
ッ
と
呼
ば
れ
る
野
菜
、
果
物
、
魚
な
ど
を
生
家
の
盆
柵
に
供
え
て
、
先
祖
を
祀
る
。
こ
の
盆
に
お
け

る
祖
先
祭
祀
は
、
膳
の
し
つ
ら
え
方
か
ら
三
十
三
年
忌
祭
前
の
個
性
の
消
滅
し
て
な
い
祖
霊
に
対
す
る
も
の
と
解
釈
出
来
よ
う
。
祭
祀
単
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位
は
家
族
が
中
心
で
あ
る
が
、
生
存
す
る
親
族

(
父
系
的
)
レ
ベ
ル
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

③
通
過
儀
礼
の
祖
先
祭
祀
に
お
い
て
、
七
日
祭
ま
で
は
家
族
や
死
者
の
息
子

・
娘

(婚
出
し
た
)
な
ど
の
近
親
者
が
毎
朝
夕
に
埋
め
墓

へ
詣
る
。
七
日
祭
の
日
は
、
前
述
し
た
表
座
敷
の
仮
位
牌
を
先
祖
棚
の
本
位
牌
に
書
き
移
す
日
で
あ
り
、
死
者

の
霊
も
グ
シ
ョ
に
落
着
く

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
洗
骨

・
改
葬
は
、
死
者
の
兄
弟
姉
妹
や
息
子

・
娘
な
ど
の
血
縁
者
に
よ

っ
て
な
さ
れ
、
埋
墓
を
掘
り
起
す

の
は
男
、
拭
い
清
め
る
の
は
女
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
骨
は
ヒ
キ
共
同
墓
に
あ
る
家
族
単
位
の
墓

へ
納
あ
ら
れ
、
先
祖
代
々
の

も
の
と

一
緒
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
三
十
三
年
忌
祭
は
弔
い
上
げ
の
供
養
で
、
死
者
を
中
心
に
し
た

8
αq
昌
韓
①
ω
な

い
し
は
多
系
的
親
族
に

よ

っ
て
盛
大
に
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
済
む
と
祖
霊
は
カ
ミ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

一
連
の
通
過
儀
礼

に
お
け
る
祖
先
祭
祀
は
、

個
性
を
有
す
る
祖
霊
か
ら
、
そ
れ
が
消
滅
し
、
カ
ミ
的
存
在
へ
の
供
養
の
過
程
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
近
祖

か
ら
遠
祖

へ
の
弔
い
上

げ
の
祖
先
祭
祀
で
あ
る
。

そ
の
祭
祀
単
位
は

家
族
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
枠
を
超
え
た
死
者
と

血
縁
関
係
の
あ
る
双
系
的
親
族

(祭
主
を
中
心
に
第
三
イ
ト
コ
く
ら
い
ま
で
)
の
範
囲
に
及
ぶ
。

以
上
の
①
②
③
の
祖
先
祭
祀
の
対
象
と
祭
祀
単
位
は
次
の
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
る
。
①
日
常
的
祭
祀
は
、近
祖

・
遠
祖
を
対
象
と
し
、

そ
の
単
位
は
家
族
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
②
年
中
行
事
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
は
、
盆
行
事
を
除
く
と
、
遠
祖
を
対
象
と

し
、
そ
の
単
位
は
親
族

(集
団
)
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
③
通
過
儀
礼
の
祖
先
祭
祀
は
、
近
祖
か
ら
遠
祖

へ
の
祖
霊
の
祭
祀
過
程
で
あ
り
、
そ
の
単
位
は
家
族

.
親
族

の
両
レ
ベ
ル
で
併
行
し
て
営
な
ま
れ
る
。

(
　m
)

祖
先
祭
祀
と
親
族
組
織

祖
先
祭
祀
を
そ
の
期
日
の
性
格
か
ら
三
つ
に
類
別
し
、
そ
の
内
容
、
単
位
な
ど
を
中
心
に
述
べ
て
来
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
と
親
族

組
織
と
の
関
連
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
①
日
常
的
祭
祀
に
お
い
て
は
、
家
族
単
位
で
営
な
ま
れ
る
。
②
年
中

行
事
に
お
け
る
祖
先
祭
祀

は
、
三
十
三
年
忌
祭
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
個
性
を
有
す
る
祖
霊
と
以
後
の
カ
ミ
的
存
在
と
な

っ
た
祖
霊
と
の
双
方
を
包
括
し
て
祭
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祀
す
る
。
し
か
し
そ
の
両
者
に
対
す
る
親
族
の
係
わ
り
方
が
異

っ
て
来
る
。
前
者
の
祖
霊
を
祭
祀
す
る
の
は
、
死
者
の
血
縁
関
係
者
に
祭

祀
義
務
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
も
祭
主
を
中
心
に

8
αq
昌
o
江
o
な
第
三
イ
ト
コ
く
ら
い
ま
で
及
ぶ
の
に
対
し
、後
者

の
は
父
系
血
縁
を
建
前
と

す
る
血
縁
集
団

(
ヒ
キ
)
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
こ
の
様
な
祖
先
祭
祀
に
お
け
る
親
族
の
係
わ
り
方
の
相
違
は
、
現
象
的
に
は
両
者
が
併
行

し
て
営
な
ま
れ
る
た
め
親
族
行
動
上
、
顕
著
に
は
出
現
し
な
い
。
具
体
的
行
動
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
は
個
人
が
父

(父
の
父
)
の
ヒ
キ

の
墓
に
限
ら
ず
、
母
の
父
、
父
の
母
、
母
の
母
な
ど

へ
の
墓

へ
も
参
詣
す
る
と
い
う
形
を
と
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
原
理
的

差
異
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
双
系
的
¢
父
系
的
と
し
て
明
ら
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
③
通
過
儀
礼
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
は
、
そ
の
単

位
が
家
族

レ
ベ
ル
と
親
族

レ
ベ
ル
で
併
行
し
て
営
な
ま
れ
る
。

特
に
親
族
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
oo
αq
口
讐
8

な

一
時
的
親
族
集
団
が
形

成
さ
れ
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
、
祖
先
祭
祀
に
発
現
す
る
親
族
組
織
は
、
柔
軟
で
し
か
も
複
雑

・
多
様
な
様
相
を
示
す
。

こ
こ
で
祭
る
祖
先
を
三
十

三
年
忌
祭
を
境
と
し
て
、
近
祖
と
遠
祖
と
に
区
別
し
て
考
え
る
と
、
近
祖
の
祭
祀
に
関
し
て
は
双
系
的
親
族
の
集
団
化
が
み
ら
れ
、
遠
祖

の
そ
れ
に
関
し
て
は
父
系
的
に
傾
斜
し
た
親
族
集
団
が
形
成
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
前
者
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
は

〈
ハ
ロ
ー
ジ
〉
〈
チ

ュ
ウ
デ
ー
〉
系
の
親
族
用
語
で
示
さ
れ
る
親
族
員
中
の
血
縁
関
係
者
に
、
後
者
の
そ
れ
に
は

〈
ヒ
キ
〉
〈
バ
ラ
〉
系
の
親
族
用
語
で
示
さ

れ
れ
る
親
族
集
団
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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⇔

奄

美

の

世

界

観

(i
)

は

じ

め

に

与
論
島
か
ら
奄
美
大
島
に
至
る
奄
美
諸
島
は
、
そ
の
別
称
の
よ
う
に
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も

"道
の
島

"
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
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つ
づ
け
て
来
た
。
奄
美
諸
島
の
諸
村
落
に
、
我
々
が
そ
の
世
界
観
を
発
見
す
る
際
、
沖
縄
や
本
土
の
世
界
観
と
の
類
似
性
を
指
摘
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
も
、

一
つ
に
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。
つ
と
あ
て
奄
美
諸
島
に
み
ら
れ
る
文
化
要
素
を
、
沖
縄
文
化

と
同
質
的
な
も
の
と
、

本
土
文
化
と
同
質
的
な
も
の
と
に
類
別
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は

一
方
に
御
嶽
信
仰
を
、
他
方
に
神
社
信
仰
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
同
様
に
し
て
、

一
方
に
女
司
祭
者
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
た
祭
祀
組
織
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
他
方
に
は
神
官
を
中
心
と
し
て

組
織
さ
れ
た
祭
祀
組
織
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
は

一
方
に
琉
球
王
朝
由
来
の
伝
承
の
存
在
を
、
他
方
に
平
家

・
源
氏
や
薩
摩
藩

由
来
の
伝
承
の
存
在
を
我

々
は
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
我

々
は
奄
美
諸
島
に
二
つ
の
文
化
の
影
響
を
指
摘
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
我

々
は
ま
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
明
ら
か
に
沖
縄
文
化
と
多
く
の
類
似
点
を
擁
し

た
、
南
西
諸
島
文
化
の

一
部
と
し
て
の
奄
美
諸
島
の
文
化
特
色
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
奄
美
諸
島
の
世
界
観
に
は
そ
れ
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

沖
縄

・
奄
美
に
か
け
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
神
話
や
説
話
の
類
に
は
、
国
土
創
成

・
人
類
創
造

・
農
耕
起
源
な
ど

の
根
源
が
、
天
や
海
な

(
二

二
)

ど

の
世

界

に
存

在

す

る

と

説

明

し

て

い
る

も

の
が

多

い
と

い
わ

れ

る
。

た

と

え

ば

、

『
南

島

画

譜

』

の
説

明

に
よ

れ

ば

、

「
南

島

ノ
開
祖

ハ
、
陰

陽

二
神

ア
リ

テ
、

陽
神

ヲ
キ

ラ
イ

カ

ナ

ナ

ヒ

ノ
キ

ン

マ
モ

ン
ト

云

ヒ
、

陰

神

ヲ
オ

ホ

ツ
カ

ク

ラ

ノ
キ

ン

マ
モ

ン
ト

云

フ
」

と

し

て

お

り

、
海

神

(
キ

ラ
イ

カ

ナ

ナ

ヒ

ノ
キ

ン

マ
モ

ン
)

と

、

天
神

(
オ

ホ

ツ
カ

ク

ラ

ノ
キ

ン

マ
モ

ン
)

の

二
神

を

明

確

に
指

定

し

て

い
る

。

こ

の

よ

う

に

、
他

界

に
存

在

す

る

と

み

な

さ

れ

て

い
る
神

を

明
確

に
表

わ

さ

な

い
ま

で
も

、
沖

縄

・
奄
美

に

み

ら

れ

る
神

話

や

説
話

の
類

に

は
、

海

ま

た

は
天

(
あ

る

い
は
山

)

に

は

、
世

界

の
あ

ら

ゆ

る

も

の

の
根

源

が
存

在

す

る

こ
と

を

説

い
た

も

の
を

、

探

し

出

す

の
は

容

易

で
あ

る
。

そ
し

て

こ

の

こ
と

は

、

神

話

や
説

話

の
類

に
限

ら

ず

、

民
間

の
保

持

す

る
祭

祀

・
儀

礼

や
神

観

念

・
他

界

観

、

更

に
は

村

落

や
家

屋

の
中

に
み

ら

れ

る
聖

俗

・
優

劣

の
観

念

そ

の
他

の
信

仰

の
中

に
も

指

摘

で
き

る

の

で
あ

る
。

(
.-●-
)

祭

祀

・
儀

礼

に

み

る

世

界

観
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一
口
に
世
界
観
と
称
し
て
も
、
そ
れ
が
人
々
の
住
む
全
体
的
世
界
に
、
描
写
的
秩
序
を
与
え
る
た
め
の
概
念
及
び
諸
関
係
の
枠
組
で
あ

る
限
り
、
そ
こ
に
は
実
に
多
様
な
も
の
を
指
摘
で
き
る
。
奄
美
諸
島
に
お
い
て
、
我

々
が
久
し
く
注
目
し
て
き
た
の
は
、

一
般
に
ナ
ル
コ

神

・
テ
ル
コ
神
と
名
づ
け
ら
れ
た
神
々
の
送
迎
の
た
め
の
祭
り
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

一
方
が
海
上
他
界
の
神
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
方
が

天
上
他
界
あ
る
い
は
山
中
他
界
の
神
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ナ
ル
コ
神

.
テ
ル
コ
神
の
い
ず
れ
が
海
神
で
あ
る
か
な
ど
に

　ヨ
ニ　

つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
々
に
幸
福

・
豊
饒

・
安
寧
を
も
た
ら
す
神
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
神
は
、
実
際
奄
美
大
島
や
加
計
呂
麻
島
に
み
ら
れ
る
カ
ム
ム
ケ

・
オ
ー
ホ
リ
祭
の
中

で
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
神
名
は
各
村
落
に

よ
り
異

っ
て
い
る
。
こ
の
送
迎
祭
は
、
加
計
呂
麻
島
及
び
奄
美
大
島
の

一
部
で
は
、
旧
二
月
に
神
を
迎
え
、旧
四
月
に
は
神
を
送
る
形
で
、

奄
美
大
島
の

一
部

で
は
旧
六
月
に
集
中
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
祭
日
が
こ
の
よ
う
に
各
村
落
毎
に
違

っ
て
は

い
て
も
、
祭
祀
内
容
は

一

般
的
に
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
海
上
遠
く
は
る
か
な
世
界
か
ら
、
海
神
は
村
落
の
司
祭
者
の
家

(
ト
ネ
ヤ
)
あ
る
い
は
村
内
で
建
物

の
あ
る
祭
場

(
ア
シ
ャ
ゲ
)
あ
る
い
は
村
落
近
傍
の
聖
山

・
聖
森

(
オ
ボ
ッ
ヤ

マ
・
カ
ミ
ヤ
マ
な
ど
)
に
や

っ
て
く
る
。
そ
の
神
を
迎
え

る
の
は
、
特
定
の
出
自
集
団
よ
り
選
出
さ
れ
た
カ
ミ
ン
チ

ュ
と
い
わ
れ
る
司
祭
者
た
ち

で
あ
る
。
海
神
は
迎
え
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
海
上

へ

去
る
の
で
は
な
く
、
村
落
の
そ
う
し
た
聖
地
に

一
定
期
間
滞
在
し
て
い
る
。
滞
在
す
る
場
所
は
各
村
落
に
よ
り
違

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
来
訪
し
た
神
は
、
滞
在
期
間
中
、
司
祭
者
た
ち
を
中
心
に
村
落
員
に
よ

っ
て
、
作
物
の
成
長
と
人
々
の
健
康

の
た
め
に
祈
願
さ
れ
、
供

物
を
う
け
る
。
そ
し
て
滞
在
期
間
を
経
た
の
ち
、
ま
た
司
祭
者
た
ち
に
よ

っ
て
海
上

へ
と
送
ら
れ
る
。

(
二
四
)

(
二
五
)

こ
れ
は
、
伊
藤
幹
治
に
よ

っ
て
述
べ
ら
れ
た
去
来
神
、
9

内
力
田
z
国
閃
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
た
来
訪
神
の
祭
祀
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
だ

け
で
神
観
念
の
性
格
が
示
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
先
の
ナ
ル
コ
神

・
テ
ル
コ
神
は
い
ず
れ
も
海
上
他
界
観
に
準
拠
し
て
い
る
神
観
念
と
し

　
ニ
　ハ
　

て
片
付
け
ら
れ
る
が
、
奄
美
大
島

・
加
計
呂
麻
島
で
殊
に
顕
著
な
の
は
去
来
神

・
来
訪
神
の
常
在
化
か
、
異
系

統
の
宗
教
意
識
に
よ
る
産

　
ニ
モ
　

物
か
、
諸
説
の
分
か
れ
る
オ
ボ
ッ
神
の
存
在
で
あ
る
。
海
神
は
年
の

一
定
期
間
中
に
、
村
落
内
の
聖
地
や
村
落
外
の
聖
地
に
来
訪
す
る
の
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で
あ
る
が
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
常
時
聖
地
に
存
在
す
る
と
観
念
さ
れ
る
神
が
あ
る
。
ト

国
開
露
z
鴇

は
来
訪
神

に
ま

つ
わ
る
性
格
に
他

界
観
、
す
な
わ
ち
現
世
と
神
の
世
界
と
の
厳
然
と
し
た
区
別
が
あ
る
と
し
、
常
時
聖
地
に
存
在
す
る
神
観
念
に
は

そ
の
区
別
が
み
ら
れ
な

　
ニ

　
　

い
と
し
、
後
者
を
滞
在
神
と
名
付
け
た
。
こ
の
滞
在
神
に
相
当
す
る
も
の
は
、
聖
山

・
聖
森
に
ま
し
ま
す
オ
ボ
ッ
神
、
同
様
に
イ
ベ
の
神

・
ト
ネ
ヤ
神
な
ど
が
奄
美
諸
島

に
み
う
け
ら
れ
、
こ
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
は
南
西
諸
島
に
実
に
多
い
。
沖
縄
本
島
や
先
島
で
聖
山

・
聖

森
あ
る
い
は
小
祠
と
し
て
み
え
る
ウ
タ
キ

・
ム
ト

・
オ
ン
、
同
じ
く
沖
縄
本
島

・
奄
美
諸
島
に
か
け
て
あ
る
テ
ラ

・
ミ
ャ
ー

・
グ
シ
ク
な

ど
の
聖
地

・
古
墓
、
あ
る
い
は
聖
地
と
し
て
の
イ
ベ
や
小
祠
の
イ
ビ
ガ
ナ
シ
、
こ
れ
が
徳
之
島

で
は
洞
穴
の
前
に
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

更
に
奄
美
大
島

・
加
計
呂
麻
島
に
多

い
カ
ミ
ヤ
マ
・
オ
ボ
ッ
ヤ
マ
、
種
子
島
の
ガ

ロ
ー
ヤ
マ
、
薩
南
の
モ
イ
ド
ン
な
ど
で
あ
る
。
た
と
え

ば
こ
の
う
ち
の
イ
ベ
・
イ
ビ
ガ
ナ
シ

一
つ
を
と

っ
て
み
て
も
、
そ
れ
が
示
す
も
の
は
聖
山

・
聖
森

(沖
縄
本
島

・
奄
美
大
島
な
ど
)
か
ら

土
地
神

(加
計
呂
麻
島

・
与
路
島
)
、
祖
先
神

(徳
之
島
)
あ
る
い
は
屋
敷
神

(徳
之
島
)、
古
墓

(奄
美
大
島
)
と
い
う
具
合
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
単
に
方
言
上
の
相
違
で
は
な
く
、
む
し
ろ

一
連
の
あ
る
世
界
観
の
脈
絡
の
上
に
、
聖
山

.
聖
森
-
土
地
神

～
祖
霊
の
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
奄
美
諸
島
に
は
先
述
し
た
来
訪
神
の
他
、
多
分
に
祖
霊
の
来
訪
を
に
お
わ
せ
た
仮
面

・
仮
装
者
の
来
訪
慣
行
が
あ
る
。
そ

れ
は
徳
之
島
や
与
論
島
に
お
い
て
殊
に
顕
著
で
あ
る
。
奄
美
大
島
や
加
計
呂
麻
島
に
お
け
る
海
神
の
来
訪
が
、
伊
藤
幹
治
の
い
う

〈
ニ
ラ

(
二
九
)

(
三
〇
)

イ

・
カ
ナ
イ
〉
系
の
来
訪
神
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
ま
た
比
嘉
政
夫
の
い
う

〈観
念
的
形
態
〉
の
来
訪
神

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
徳

　
ニ
　
　

之
島
や
与
論
島
に
お
け
る
そ
れ
は
、

伊
藤
幹
治
の
い
う

〈
ニ
ー
ル
ピ
ト
ゥ
系
〉
、

比
嘉
政
夫
の
い
う

〈
仮
面

・
仮
装
的
形
態
〉
の
来
訪
神

(
三
〇
)

な
い
し
は
来
訪
霊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

徳
之
島
で
は
旧
八
月
の
播
種

・
収
穫
行
事
の
時
、
子
供

・
若
者
た
ち
が
紙
の
面
を
つ
け
、
ク
バ
の
葉
で
仮
装
し

て
、
歌
を
う
た
い
、
踊

り
を
お
ど
り
な
が
ら
各
戸
を
訪
問
し
て
餅
を
貰

っ
て
歩
く
。
こ
れ
を
ム
チ
ム
レ
ー
と
称
し
て
お
り
、
祖
霊
を
形
造

っ
た
藁
人
形
を
も

っ
て
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歩
く
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
行
事
を
か
つ
て
旧
六
月
に
加
計
呂
麻
島
で
も
行
な

っ
て
い
た
ら
し
い
。
徳
之
島

で
も
、
か
つ
て
の
加
計
呂
麻

島
で
も
、
海
か
ら
来
訪
神

・
来
訪
霊
が
訪
れ
て
来
て
お
り
、
し
か
も
夕
刻
で
あ
る
と
い
う
点
、
他
界
観
に
若
干

の
相
違
は
あ
る
が
、
八
重

山
の
ア
カ
マ
タ

・
ク
ロ
マ
タ
の
行
事
に
似
た
面
を
多
く
も
っ
て
い
る
。

一
方
、
与
論
島

の
仮
面

・
仮
装
の
行
事
は
シ
ヌ
グ
祭
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
沖
縄
本
島
北
部
に
広
汎
に
存
在
す
る
シ
ヌ
グ
祭
と
同
様
、
山

か
ら
仮
面

・
仮
装
を
し
た
若
者
が
村
落
を
訪
ず
れ
、
暖
竹
を
振

っ
て
各
戸
を
訪
問
す
る
。
こ
れ
に
は
特
定
の
サ
ー
ク
ラ
と
い
う
祭
祀
単
位

が
あ
り
、
そ
の
構
成
員
は
地
域
集
団
の
成
員
と
い
っ
た
方
が
妥
当
な
ほ
ど
親
族
関
係
を
認
あ
ら
れ
な
い
と
い
う

。
し
か
し
小
祠

・
聖
地
や

家
屋

・
家
族
が
関
係
し
た
り
、
本
家

・
分
家
の
関
係
が
祭
祀
の
実
修
の
中

に
若
干
み
え
る
点
な
ど
か
ら
、
出
自
範
疇
に
も
関
連
し
た
祖
霊

祭
祀
の
色
彩
も
認
あ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
カ

マ
タ

・
ク

ロ
マ
タ
や

マ
レ
ビ
ト
信
仰
の
中
に
祖
先
崇
拝
の
観
念
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
農
耕
儀
礼
と
密
着
し
た

(
三

一
)

(
三
二
)

(
三
三
)

(
三
四
)

も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
柳
田
国
男
、
折
口
信
夫
、
岡
正
雄
あ
る
い
は
、
い

閑
寄

壱
男

ら
の
報
告
に
み
え
て
い
る
。
奄
美
諸
島
の
中
に
も

仮
面
仮
装
の
行
事
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
比
較
分
析
も
な
く
報
告
さ
れ
て
き
た
た
あ
に
注
目
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
こ
の
行
事
の
祖

霊
と
の
結
び
つ
き
や
、
農
作
物
の
豊
饒
祈
願
に
か
か
わ
る
側
面
は
、
ア
カ
マ
タ

・
ク

ロ
マ
タ
や
ト
カ
ラ
列
島
悪
石
島
の
ボ
シ
ェ
の
行
事
と

同
様
に
強
い
。
し
か
し
先
学
の
指
摘
ほ
ど
特
定
の
豊
作
物
の
豊
饒
祈
願
と
密
接
に
関
連
し
、
あ
る
い
は

一
つ
の
複
合
を
な
し
て
い
る
と
い

う
よ
り
、
他
の
大
祭
と
同
様
、
こ
れ
は
作
物
と
人
間
の
豊
穣

・
健
康

一
般
を
祈
願
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
我

々
が
注
目
し
た
い
の
は
、

む
し
ろ
他
界
の
神
力
な
り
霊
力
な
り
を
得
て
、
村
落
や
家
の
幸
福

・
安
寧
を
保
つ
二
種
類
の
祭
祀
の
相
違
で
あ
る
。
奄
美
諸
島
の
中

で
、

こ
の
二
種
の
祭
祀
内
容
を
し
い
て
対
立
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
奄
美
大
島

・
加
計
呂
麻
島
に
お
い
て
顕
著
な
カ
ム
ム
ケ

・
オ
ー
ホ
リ
祭
の
方

は
、
女
司
祭
者
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
職
掌
者
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
神
を
迎
え
る
が
、
徳
之
島

・
与
論
島

に
顕
著
な
ム
チ
ム
レ
祭

・

シ
ヌ
グ
祭
の
方
は
、
子
供
や
男
子
青
年
が
中
心
に
神
や
祖
先
に
扮
し
て
来
訪
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
類
型
の
中

で
、
何
人
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か
の
研
究
者
た
ち
が
掲
げ
る
よ
う
な
他
界
の
所
在
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
カ
ム
ム
ケ

・
オ
ー
ホ
リ
祭

の
方
は
、
ほ
ゴ
海
上
か

な
た
の
他
界
に
海
神
が
お
り
、
村
落
近
傍
の
聖
山

・
聖
森
に
滞
在
す
る
時
点

で
、
山
の
神
と
融
合
す
る
形
が
み
え

る
。
こ
う
し
た
点
は
ほ

ぼ
各
村
落
に
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ム
チ
ム
レ
祭

・
シ
ヌ
グ
祭
そ
の
他
の
仮
面

・
仮
装
の
あ
る
行
事
は
、
そ
の
他
界
と
な
る
と
、

一
定
し
て
い
な
い
。
海
で
あ

っ
た
り

(加
計
呂
麻
島

・
徳
之
島
)
、
山
で
あ

っ
た
り

(与
論
島
)、
更
に
こ
の
行
事

で
は
な
い
が
、

一
連
の

類
似
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
奄
美
諸
島

の
祖
先
祭
祀
な
ど
を
み
る
と
地
界
も
想
定
し
う
る
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
他
界
の
所

在

こ
そ

は
、
実
は
天
を
加
え
て
海
ー
山
-
地
の
中

で
可
変
的
で
あ

っ
て
、
奄
美
諸
島
の
他
界
の
所
在
は
特
定
行
事
に
よ
り
明
確
に
み

え

る

も

の

で
も
、
全
体
と
し
て
説
明
す
る
際
、
あ
る
他
界
と
祭
祀
形
態
と
を
固
定
し
て
考
え
る
の
は
、
い
さ
さ
か
合
理
的

で
あ
り
す
ぎ

る

感

が

あ

る
。他

界
の
可
変
性
と
は
う
ら
は
ら
に
、
観
念
的
来
訪
神
と
仮
面

・
仮
装
の
来
訪
神
の
祭
祀
は
先
述
の
よ
う
に
、
女

¢
男
と
い
う
司
祭
者
の

性
別
、
出
自
範
疇
¢
年
令
範
疇
と
い
う
成
員
資
格
の
規
準
、
観
念
神
¢
人
神
と
い
う
神
表
現
の
相
違
、
聖
地
滞
在
¢
各
戸
訪
問
と
い
う
祭

祀
行
為
や
行
事
執
行
過
程
の
相
違
な
ど
を
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た
二
種
の
祭
祀
の
相
違
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
も

っ
て
奄
美
諸
島
の
神
観

　
　ニ
　
　

念
の
二
元
性
な
ど
と
称
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
神
観
念
は
、祖
霊
観
念
と
連
続
的
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

祖
霊
観
念
が
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
の
具
現
す
る
祖
先
祭
祀
の
内
容
に
よ

っ
て
、改
め
て
神
観
念
の
多
様
性
を
看
取

す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

奄
美
大
島
そ
の
他
に
、
死
後
死
体
を
自
然
の
洞
穴
や
岩
を
掘

っ
て
作

っ
た
人
工
の
洞
窟
に
遺
棄
し
て
い
た
と
い
う
例
は
数
多
く
み
い
だ

せ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

一
種
の
風
葬
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
死
体
遺
棄
の
後
に
何
の
供
養
も
し
な
か

っ
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
と

こ
ろ
が
供
養
な
し
の
葬
制
は
現
在
み
あ
た
ら
ぬ
し
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
祖
霊
や
死
霊
の
観
念
の
存
在
し
な
い
も
の
も
な
い
。
奄
美
大
島

で

そ
う
し
た
死
体
を
遺
棄
す
る
洞
穴
は
、
地
底
か
ら
遠
く
海
底
の
世
界
た
る
ネ
リ
ヤ
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
観
念
の
あ
る
地
域
が
あ
る
。
ネ

リ
ヤ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、海
神
の
ま
し
ま
す
世
界
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
海
神
の
居
所
は
ま
た
祖
霊
の
居
所
で
も
あ
る
と
い
う
地
域
は
、
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沖
縄

・
奄
美
に
広
汎
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
た
と
え
ば
祖
霊
の
世
界
を
グ
シ
ョ
と
い
い
、
神
の
居
所
の
明
確
で
な
い
よ
う
な
喜
界
島
そ
の

他
の
例
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
域
で
は
ほ
ゴ
海
神
信
仰
が
弱
い
か
、
神
と
仏
の
観
念
を

一
応
分
別
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

奄
美
大
島

で
最
大
の
祖
霊
祭
は
、
七
～
八
月
の
収
穫
祭
の
延
長
と
し
て
九
～
十
月
頃
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
中
で
も
著
名
な
も

の
は
ド
ン
ガ
祭
で
あ
る
。
こ
の
日
祖
霊
に
関
係

の
あ

っ
た
す

べ
て
の
人
々
は
、
モ
ー
ヤ

(墓
)
に
集

っ
て
供
養
を
す
る
。
集
ま
る
人
々
は
、

祖
霊
と
何
ら
か
の
系
譜
的
関
係
に
あ
る
者
た
ち
だ
が
、
出
自
成
員
だ
け
が
参
集
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
親

類
も
参
集
す
る
。

こ
う
し
た
祖
霊
祭
は
、

地
域
毎
の
独
自
の
年
中
行
事
の
中
で
行
な
わ
れ
、

ト
モ
チ
祭

(加
計
呂
麻
島
)
・
ウ
ヤ
ン
コ
ー
祭

・
シ
バ
サ
シ

祭

(喜
界
島
)
・
ウ
ヤ
フ
ジ
祭

(沖
永
良
部
島
)
・
ハ
マ
オ
リ
祭

(徳
之
島
)
・
イ
ヤ
ー
プ
ジ
祭

(
与
論
島
)

な
ど
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
日

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
奄
美
大
島
で
、
モ
ー
ヤ

(墓
)
の
あ
る
場
所
は
特
定
の
意
味
の
解
せ
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
た
と
え
ば
与
論
島

の
イ
ヤ
ー
プ
ジ
祭
や
、
徳
之
島
の

ハ
マ
オ
リ
祭
に
お
い
て
は
、
人
々
は
山
聞
か
海
岸

(殊
に
海
岸
が
多
い
)
の
洞
穴
の
前
を
葬
祭
地
と
指

定
し
、
祖
霊
に
豊
穰
と
繁
栄
を
祈
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
は
、
時
期
や
祭
祀
単
位
あ
る
い
は
祭
祀
行
為
こ
そ
違
え
、
実
に
神
祭
の
様
相
と

類
似
す
る
多
く
の
点
を
持

っ
て
い
る
。
喜
界
島

で
は
洗
骨
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
洗
骨
を
媒
介
に
し
て
墓
地

は
二
つ
あ
り
、
洗
骨
前
の

(
三
六
)

墓
地
を

ハ
カ
と
い
い
、
洗
骨
後
の
墓
地
を
テ
ラ
と
呼
ぶ
と
い
う
。
こ
の
テ
ラ
こ
そ
は
、
仲
松
弥
秀
が
指
摘
す
る
よ
う
に
か
っ
て
の
墓
地
で

あ
り
、
同
時
に
神
格
化
し
た
祖
霊
の
ま
し
ま
す
所
で
あ
る
。
徳
之
島
で
は
、
沖
縄
の
ウ
タ
キ
に
相
当
す
る
山
を

テ
ラ
ヤ
マ
と
称
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
テ
ラ
は
こ
こ
に
お
い
て
は
神
の
ま
し
ま
す
場
所
と
同
範
疇
の
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
神
仏
観
念
の
混
交
は
、
沖
縄

・
奄
美
を
問
わ
ず
、
南
西
諸
島
に
広
く
み
う
け
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
我

々
が
考
え
る
ほ
ど
神

と
仏

(祖
霊
)
と
の
分
離
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
奄
美
諸
島
全
域
に
、
年
忌
供
養

の
観
念
は
普
及
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
こ
う
し
た
神
仏
観
念
の
混
交
を

一
元
化
し
た
思
想
で
あ
り
、
か
り
に
年
忌
供
養
の
観
念
が
後
年
導
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
も
、
奄
美
諸
島
の
世
界
観
の
枠
組
の
中
で
、
神
と
祖
霊
と
は
連
続
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
祖
霊
観
念
と
神
観
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念
と
を
み
る
と
、
共
通
し
て
語
ら
れ
る
性
格
と
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
に
せ
よ
祖
霊

に
せ
よ
、
そ
れ
は
来
訪
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
天

・
海

・
山

・
地
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
が
、
か
れ
ら
の
ま
し
ま
す
世
界
が
あ
る
。
そ
し
て

一
定
の
期
日
に

村
落
を
訪
れ
る
。
人
々
が
祖
霊
や
神
と
接
触
し
う
る
場
所
は
、
山

・
森

・
浜

・
洞
窟

・
墓
地

・
特
定
.の
祭
場
や
小

祠
で
あ
る
。
年
忌
供
養

の
行
な
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
祖
霊
は
す
な
わ
ち
神
に
も
な
り
う
る
観
念
を
も
つ
。
年
忌
供
養
の
観
念
や
位
牌

そ
の
他
の
祖
霊
碑
の
あ

る
と
こ
ろ
で
は
、
祖
霊
の
観
念
は
あ
る
種
の
個
性
の
持
続
と
系
譜
的
序
列
と
が
保
た
れ
て
お
り
、
祖
霊
と
神
と

の
連
続
は
年
忌
供
養
の
中

で
観
念
さ
れ
て
い
る
。
洗
骨
は
こ
う
し
た
年
忌
供
養
の
観
念
に
ゆ
着
し
て
、
そ
の
連
続
の
中
に
、
段
階
を
導
入
す
る
性
格
を
も
つ
。

与
論
島
の
シ
ヌ
グ
祭
や
徳
之
島
の
ム
チ
ム
レ
祭
に
み
る
来
訪
神
が
同
時
に
来
訪
祖
霊
で
あ
る
の
も
、
別
に
不
思
議
で
は
な
い
し
、
奄
美

大
島
で
、
海
神
と
祖
霊
の
居
所
が
同
じ
ネ
リ
ヤ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
あ
り
え
て
当
然
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
祖
霊
の
神
格
化
に
伴

っ
て
、
漸
次
祖
霊
が
神
と
な
る
と
い
っ
た
類
の
沖
縄
本
島
に
散
在
し
て
み
い
だ
せ
る
観
念
が
、
奄
美
諸
島
に
も
み
い
だ
せ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
年
忌
供
養
の
思
想
の
中
で
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想
で
き
よ
う
。

仮
面

・
仮
装
の
来
訪
神
に
せ
よ
、
観
念
的
な
来
訪
神
に
せ
よ
、
そ
れ
は
祖
霊
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
ず
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
前
者
が
よ
り
来
訪
す
る
も
の
と
迎
え
る
も
の
と
の
間
に
系
譜
的
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
後
者
は
よ
り
村
落
全

体
の
神
と
い
う
色
彩
が
み
え
、
来
訪
す
る
も
の
そ
の
も
の
の
性
格
か
ら
み
れ
ば
、
前
者
は
祖
霊
観
念
と
の
ゆ
着

が
強
い
。
後
者
の
祖
霊
と

の
か
か
わ
り
あ
い
は
、
他
界
の
祖
霊
と
の
類
似
性
お
よ
び
、
村
落
の
内
外
に
滞
在
す
る
際
の
聖
地
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

(・-●-・-
)

聖
地
に
み
る
世
界
観

先
述
し
た
よ
う
に
、
滞
在
神
の
範
疇
に
含
め
ら
れ
る
も
の
は
数
多
い
。
滞
在
神
と
い
う
の
は
、
厳
密
に
い

っ
て
、
聖
地
に
付
帯
す
る
神

観
念
の
存
在
と
い
う
よ
う
に
解
せ
ら
れ
よ
う
。
奄
美
大
島

・
加
計
呂
麻
島
の
諸
村
落
で
、
村
落
近
傍
に
カ
ミ
ヤ

マ
・
オ
ボ
ツ
ヤ

マ
な
ど
と

称
せ
ら
れ
る
聖
山

・
聖
森
を
も

つ
村
落
は
、
必
ず
ア
シ
ャ
ゲ

(建
物
の
あ
る
祭
場
)
や
ミ
ャ
ー

(中
央
広
場
)
に
至
る
神
道
が
あ
る
。
そ
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の
他
の
諸
島

で
は
、
こ
う
し
た
聖
山

・
聖
森
と
村
落
と
を
結
ぶ
神
道
の
存
在
は
、
必
ず
し
も
顕
著
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
奄
美
諸
島
全

域
に
、
村
落
近
傍
に
は
聖
山

・
聖
森
の
あ
る
と
こ
ろ
は
多
く
、
同
時
に
墓
地
や
そ
の
両
者
の
性
格
を
も

つ
洞
窟
が
あ
り
、
所
に
よ

っ
て
は

聖
木

・
小
祠
や
祖
先
ゆ
か
り
の
集
落
跡
や
聖
泉
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
述
し
て
き
た
来
訪
神
な
り
、
来
訪
霊
な
り
が
現
存
成
員
と
接

(
三
七
)

触
す
る
場
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
仏
は
こ
こ
を
通
じ
て
、
現
存
成
員
に
祀
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
他
界
と
の
接

点
は
、
神
仏
が
滞
在
し
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
れ
は
祭
場
で
あ
り
、
聖
地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
神
聖
で
あ
り
、
俗
人
や
俗
的
生
活

を
営
ん
で
い
る
間
は
近
づ
け
な
い
か
、
普
段
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
所

で
あ
る
。
こ
う
し
た
聖
地
祭
場
は
、
沖

縄
に
伝
え
ら
れ
る
の
と
同

様
、
死
者
を
埋
葬
し
た
場
所
で
あ
る
と
か
、
死
体
遺
棄
の
場
所
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
所
は
多
い
。
そ
う
し

た
伝
承
の
地
は
、
ま
さ
に

そ
こ
に
祖
霊
や
神
が
い
る
と
い
う
観
念
と
結
合
し
や
す
い
。
た
だ
し
、
祖
霊
や
神
の
観
念
に
は
、
多
分
に
ア
ニ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
精
霊
観

念
が
混

っ
て
お
り
、
全

て
埋
葬
地
な
ど
と
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
三
八
)

(
三
九
)

沖
縄
本
島
で
は
、
鳥
越
憲
三
郎
や
仲
松
弥
秀
ら
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
聖
山

・
聖
森
を
基
準
に
し
て
村
落
内

の
家
屋
や
祭
場
な
ど
が
秩

序
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
鳥
越
や
仲
松
の
指
摘
は
沖
縄
本
島
の
村
落
の
典
型
例
に
限
定
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
聖
山

.
聖

か
み

森
を
背
に
し
て
ま
ず
祭
場
や
宗
家
が
村
落
の
上
の
部
分
に
位
置
し
、
漸
次
出
自
の
位
階
秩
序
に
範

っ
て
、
家
屋
が
系
譜
的
に
排
列
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
奄
美
諸
島
で
は
、
沖
縄
本
島
ほ
ど
明
確
な
秩
序
は
み
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
徳
之
島

の
徳
和
瀬
な
ど
で
は
、

一

カ
み
し
も

応
家
屋
の
位
階
秩
序
に
範

っ
た
上
下
の
観
念
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
奄
美
諸
島
で
は
、
出
自
集
団
内
で
の
分
節
化
の
序
列
や

系
譜
意
識
が
固
定
的
で
な
い
の
で
、
徳
之
島

・
徳
和
瀬
の
例
な
ど
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
奄
美

大
島

・
加
計
呂
麻
島
な
ど
に
あ
る
神
道
の
基
準
や
、
本
家
あ
る
い
は
祭
場
な
ど
の
占
め
る
位
置
は
明
確
に
秩
序

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄

本
島
ほ
ど
聖
山

・
聖
森
に
準
拠
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
祖
先
由
来
の
方
向
や
、
地
形
の
上
下
認
識

.
聖
泉
そ
の
他
を
基
準
と

し
た
村
落
内
の
序
列
認
識
は
多
少
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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そ
の
よ
う
な
中
で
、
他
界
の
接
点
た
る
神
仏
の
在
所
そ
の
他
が
村
落
近
傍
に
ほ
ゴ
円
環
的
に
あ
る
の
は
、
宮
古

・
八
重
山
の
村
落
と
の

類
似
性
を
思
わ
せ
る
。

(
V・1
)

二

元

的

世

界

観

村
落
内
に
そ
う
し
た
聖
俗

・
上
下

・
優
劣
の
観
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
聖
地
の
意
味
を
再
認
識
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
祭
祀

.
儀

礼
に
お
け
る
対
立
あ
る
い
は
対
置
的
世
界
観
の
存
在
を
に
お
わ
せ
る
。
事
実
、
徳
之
島
の
諸
村
落
は
八
月
十
五
夜
の
行
事
の
折
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
綱
引
行
事
を
行
な

っ
て
お
り
、
東
西

・
前
後
の
別
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
勝
負
の
結
果
、
作
物
の
豊
凶
を
判
断
す
る
よ
う
な
優
劣

等
々
の
観
念
が
み
え
る
。
喜
界
島

で
は
水

口
祭

(
旧
七
月
)
の
日
、
村
落
対
抗
の
泥
投
げ
合
戦
が
、
村
境
で
行

な
わ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て

魔
除
け
の
意
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
勝

っ
て
そ
れ
を
達
成
す
る
。
そ
の
他
奄
美
諸
島
に
は
、
こ
う
し
た
対
立
的
行
事
や
祭
祀
単
位
が
そ
れ

ぞ
れ
特
定
の
意
味
を
も

っ
て
い
て
、
そ
れ
に
優
劣
そ
の
他
の
観
念
の
付
帯
す
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
報
告
事
例
が
少
な
い
の
は

(
四
〇
)

残
念
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
立
的
行
事
は
、
村
落
の
秩
序
を
知
る
格
好
の
手
が
か
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
v
)

家
屋
に
み
る
世
界
観

(
四

一
)

(
四

二
)

(
四

三
)

主
に
沖
縄
地
域
の
民
家
の
配
置
や
家
屋
内
の
部
屋
の
用
途
お
よ
び
象
徴
物
に
関
し
て
、
宮
良
当
壮

・
島
袋
源

一
郎

・
鳥
越
憲
三
郎

・
馬

(
四
四
)

淵
東

一
ら
の
研
究
が
あ
る
が
、
奄
美
諸
島
に
関
す
る
も
の
は
極
め
て
報
告
事
例
が
少
な
い
。

(
四
五
)

奄
美
諸
島
の
民
家
は
、
比
較
的
分
棟
的
性
格
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
住
居
と
台
所
を
分
離
す
る
か
、
住
居
を
更
に
主
屋
と
中
屋

に
分
離
す
る
と
い
う
形
式
の
民
家
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
態
学
的
分
析
や
建
築
学
的
問
題
の
中
で
も
、
そ
れ
な
り

の
分
析
が
あ
る
が
、
我
々

の
注
目
す
る
の
は
、
家
屋
と
い
う
小
宇
宙
の
配
置
で
あ
る
。
馬
淵
東

一
は
、
こ
う
し
た
家
屋
内
の
象
徴
物
の
配
置
や
そ
の
部
屋
の
用
途
な

(
四
六
)

ど

に
注

目

し

て
、

そ

の
中

に
方

位

を

基
準

と

し

た

・゚
窪

{
ユ
昌
σq

α
二
巴
δ
5

の
存

在

を

指

摘

し

た

が
、

我

々
は

更

に

そ
れ

ら

の
表

裏

.
上

下

な

ど

を

基

準

と

し

た

価

値

体

系

を

指

摘

で

き

よ

う

。
す

な

わ

ち

、
沖

縄

・
奄

美

に

お

い

て

は

、
第

一
図

の
よ

う

に
、

門

口

に
向

っ
て
表

を
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第1図

決
め
、
左
右
の
優
位
の
方
向
に
向

っ
て
ま
ず
上
の
部
屋
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
普
通
、
表
は
南
で
、
上
は

東
で
あ
る
が
、
村
落
や
家
屋
の
地
形

・
日
射

・
風
向
そ
の
他
の
自
然
条
件
や
、
聖
地

・
方
位
な
ど
の
価
値

条
件
に
応
じ
て
、
必
ず
し
も
自
然
方
位
は
そ
の
よ
う
に
定
ま
ら
な
い
。

奄
美
諸
島
の
分
棟
型
民
家
の
配
置
は
、
ま
ず
上
の
部
分
に
主
屋
を
建
て
、
下

の
部
分
に
台
所
が
く
る
。

中
屋
を
設
け
る
と
こ
ろ
で
は
、
中
屋
が
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
。
各
家
屋
内
の
部
屋
は
、
表
裏
の
基
準

で
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分
け
ら
れ
、
表
に
オ
モ
テ
座
敷
、
裏
に
ネ
ー
シ
ョ
・
サ
ヌ
マ
・
ナ
ン
ド
な
ど
と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
設
け
ら
れ
る
。
畳
を
敷
い
た
部
屋
は
い

ず
れ
も
表
の
部
分
に
あ
り
、
神
仏
を
迎
え
た
り
、
来
客
を
も
て
な
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
あ
た
る
。
裏
の
部
分
は
普
通
、
板
敷
き
の
ま
ま

で
あ
り
、
俗
的
生
活
の
部
分
と
し
て
、
あ
る
い
は
夜
使
用
す
る
部
分
と
し
て
あ
る
。
最
も
重
要
な
客
は
主
屋
の
オ
モ
テ
で
迎
え
、
ま
た
神

棚
、
地
域
に
よ

っ
て
は
仏
壇
が
安
置
さ
れ
、
神
事
と
き
に
は
仏
事
に
使
用
さ
れ
る
。
中
屋
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
普
通
の
客
を
迎
え
、
更

に
仏
壇
が
安
置
さ
れ
る
。
台
所
は
日
常
生
活
の
食
料
の
間
で
あ
り
、
食
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
具
な
ど
が
置
か
れ
、
友
人
で
親
し
い

者
た
ち
は
こ
こ
で
雑
談
す
る
。
更
に
価
値
体
系
の
整

っ
て
い
る
家
で
は
、
こ
こ
に
男
女
の
別
、
階
級
の
上
下
な
ど
の
観
念
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
士
族
の
男
子
の
客
は
主
屋
に
、
士
族
の
女
子

・
平
民
の
男
子
は
中
屋
に
、
そ
し
て
平
民
の
女
子
は
台
所

に
と
い
う
具
合
に
。
そ
う

し
た
価
値
体
系
も
、
更
に
家
族
関
係
に
応
じ
て
部
屋
の
用
途
を
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
主
屋
の
オ
モ
テ
を
除
い
て
、

一
般
に
、
表

は
親
、
裏
は
子
、
上
は
男

・
年
長
者
、
下
は
女

・
年
少
者
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
表
裏

・
上
下
で
区
切
ら
れ
た
空
間
は
、
地
域

・
階
級
に
応
じ
て
中
間
部
分
を
介
在
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
に
付
帯
す
る
意
味

・
価
値
を
定
あ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
表
裏
に
は
聖
俗

・
親
子
な
ど
の
基
準
が
あ
り
、
上
下
に
は
聖
俗

・
男
女

・
年
長
年
少

・
士
平
階
級
な

ど
の
区
別
が
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
上
表
の

一
画
は
最
も
優
位
の
位
置
に
あ
る
。
し
た
が

っ
て
通
過
儀
礼
や
年
中
行
事
の
時
点
で
は
上

表
の
部
分
が
最
も
多
く
使
用
さ
れ
る
が
、
仏
事
は
中
屋
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
の
オ
モ
テ
座
敷
を
使
用
す
る
。
そ
れ
は
奄
美
の
祖
霊
観
か
ら
察
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す
る
と
、
祖
霊
と
神
の
連
続
の
中

で
、
死
者
は
最
も
人
間
に
近
く
、
神
に
対
し
て
劣
位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ

が
、
台
所
は
そ
の
価
値
体
系
の
中
で
女
の
範
疇
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
沖
縄
と
同
様
、
女
の
祭
祀
対
象
で
あ
る
火
の
神
が
あ
り
、
祭
祀
義
務

に
お
け
る
女
の
霊
的
優
越
と
も
相
侯

っ
て
、
た
え
ず
劣
位
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
社
会
組
織
に
お
け
る
祭
祀
単
位
の
性
格

を
反
映
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
述
べ
る
だ
け
の
資
料
が
充
分
で
は
な
い
。
た
だ
そ
う
し
た
祭
祀
対
象
物
、
す
な
わ
ち
台
所

の
火
の
神
、
中
屋
の
仏
壇
や
主
屋
の
神
棚
の
性
格
は
、
祭
祀
レ
ベ
ル
を
家
族
か
ら
村
落

へ
と
連
続
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像

で
き

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
火
の
神
は
家
族
の
守
護
神
で
あ
り
、
仏
壇
は
そ
の
家
族
か
ら
輩
出
す
る
家
族
の
数
、
換
言
す
れ
ば
出
自
集
団
の
規
模

に
応
じ
て
祭
祀
単
位
は
大
き
く
、
更
に
神
棚
は
出
自
集
団
の
最
大
規
模
か
ら
村
落
レ
ベ
ル
の
祭
祀
単
位
に
ま
で
拡
が
る
可
能
性
を
も
つ
。

そ
の
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
ト
ネ
ヤ
の
神
棚
が
、
ト
ネ
ヤ
の
系
統
を
ひ
く
出
自
成
員
の
祭
祀
対
象
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
村
落
員
全
体
の
祭

祀
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
奄
美
諸
島
の
出
自
集
団
は
今
ま
で
の
報
告
を
う
か
が
う
限
り
、曖
昧
な
集
団
で
、

固
定
的
性
格
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い

ω8
日

財
昌
$
σq
o

か
あ
る
い
は
観
念
的
出
自
範
疇
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
。

こ
の
点
は
沖
縄
本
島

の
成
員
権
の
確
固
と
し
た
出
自
集
団
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
価
値
体
系
の
中
で
、
屋
敷
全
体
の
優
劣
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
徳
之
島
で
は
上
表
、
下
裏
、
下
表
、
上
裏
の
順
に

屋
敷
四
隅
の
優
劣
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
下
裏
の
最
も
俗
的
な
位
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
裏
の
方
向
が
比
較
的
優

位
で
あ
る
の
は
火
の
神

の
意
味
を
充
分
に
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
屋
敷
四
隅
の
う
ち
、
上
表
の
方
向
に
屋
敷
神
を
置
く
。

こ
れ
は
本
家
に
多
く
、
こ
の
屋
敷
神

(イ
ビ
ガ
ナ
シ
)
こ
そ
は
、
聖
山

・
聖
森
と
連
続
的
で
あ
る
。
本
家
や
司
祭
者
の
家
屋
の
神
と
同

様
、
屋
敷
神
は
そ
の
性
格
上
、
村
落
レ
ベ
ル
の
小
祠
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
村
落
と
い
う
宇
宙
と
、
家
屋
と

い
う
小
宇
宙
と
は
こ
の

よ
う
な
次
元
で
同
じ
世
界
観
の
序
列
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奄
美
諸
島
の
世
界
観

の
枠
組
は
、
沖
縄
本
島
ほ

ど
我

々
の
合
理
的
解
釈
を
よ
せ
つ
け
ず
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
が
、
家
屋
の
こ
う
し
た
鮮
明
な
枠
組
の
存
在
を
み
る
と
、
今
後
の
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調
査
に
よ

っ
て
は
、
驚
く
ほ
ど
確
固
と
し
た
世
界
観
を
、
我

々
は
発
見
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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お

わ

り

に

　
　
モ
　

人
々
に
意
識
さ
れ
た
出
自
範
疇
は
、
沖
縄
と
同
様
、
祖
先
祭
祀
や
墓

へ
の
所
属
と
い
う
点
に
最
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
我

々
は
単
な
る
墓
参
り
や
祭
祀
へ
の
参
加
と
い
う
こ
と

で
、
人
々
の
出
自
範
疇
を
定
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
親
類

(江
ロ
紆
⑦
山
)
の
関
係
の
延
長
と
し
て
の

〈
つ
き
あ
い
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
沖
縄
と
位
牌
の
形
式

こ
そ
違
え
、
我
々
は
奄
美

に
お
い
て
も
位
牌
祭
祀
を
通
し
て
み
る
祖
先
祭
祀
の

一
形
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
自
成
員
は
、
そ
の
出
自
集
団

へ
の
成
員
資
格
を

与
え
て
く
れ
た
故
人
を
自
己
の

器
。
①口
留

昌
房

と
し
、
9
ω8
づ
伍
偉。
巳
・゚
の
霊
的
世
界
に
お
け
る
序
列
に
応
じ
て
、
⇔
ω8
ロ
畠
9
巨
ω

一
っ

一

つ
の
祭
祀
を
行
な

っ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
年
忌
供
養
の
思
想
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
殊
に
顕
著
だ
が
、
祖
先
の
世
界
に
お

い
て
い
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
死
者
は
神
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
で
現
存
成
員
は
死
者
～
祖
先
と
の
系
譜
的
関
係
を
保
持

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
我

々
が
今
ま
で
奄
美
に
お
い
て
確
定
的
出
自
集
団
体
系
を
理
解
し
に
く
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
奄
美
の
霊
的

世
界
の
序
列

の
中

で
、
幾
世
代
に
も
わ
た
る
遠
祖
と
の
系
譜
的
関
係
の
認
識
と
供
養
を
必
要
と
せ
ず
、
死
者
か
ら
神

へ
の
転
移
が
短
絡
的

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
年
忌
供
養
の
思
想
が
確
固
で
あ
る
と
は
い
え
、
三
十
三
年
忌
と
い
う
期
間
は
確
定
的
出
自
集
団
体
系

の
確
立
に
給
す
る
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
年
忌
や
洗
骨
を
経
て
神
と
な
り
う
る
思
想
は
、
永
代
の
系
譜
認
識
と
は
相
反
し
、
系
譜
的
関
係

の
非
常
に
う
す
い
神
観
念
の
重
要
性
を
生
成
さ
せ
る
結
果

へ
と
導
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
集
団
形
成
及
び
範
疇
形
成
の
契
機
の
面
か
ら
み

れ
ば
、
奄
美
諸
島
で
大
切
な
祖
先
は
近
祖
で
あ
り
、
そ
の
祭
祀
は
近
祖
直
系
の
家
族
か
、
そ
の
家
族
と
血
縁
関
係
の
あ

っ
た
親
族
員
に
限

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

定
さ
れ
や
す
い
の
も
そ
の
た
あ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
祖
先
祭
祀
に
、
最
も
明
確
な
祭
祀
単
位
と
な
り
う
る

の
は
家
族
で
あ
り
、
そ
れ
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と

つ
き
あ
い
の
あ
る
親
族
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

一
方
に
は
神
祭
祀
の
た
あ
の
村
落
が
重
要
と
な
り
、
そ
の
間
を
う
め

る
べ
く
用
意
さ
れ
う
る
遠
祖
祭
祀
の
た
め
の
集
団
構
成
は
欠
落
す
る
の
で
あ
る
。

奄
美
諸
島
の
世
界
観
の
枠
組
は
ほ
と
ん
ど
沖
縄

の
そ
れ
と
隔
た
り
が
な
い
。
し
か
し
沖
縄
の
祖
先
祭
祀
に
重
要

な
遠
祖
や
英
雄
的
祖
先

の
祭
祀
の
た
あ
の
集
団
は
形
成
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
沖
縄
の
系
譜
認
識
や
出
自
成
員
の
成
員
資
格
に
か
か
わ
る

血
筋
の
強
調
や
そ
れ

へ
の
限
定
と
い
う
も
の
が
奄
美
で
は
弱
く
、奄
美
諸
島
は
た
く
み
に
血
筋
・家
筋
の
も
つ
成
員
資
格
の
性
格
を
併
せ
も

ち
、そ
れ
に
よ

っ
て
祖
先
と
自
己
と
の
系
譜
を
変
更
せ
し
あ
う
る
社
会
組
織
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。た
だ
し

鵠
ロ
$
σq
①

の
直
系
で
あ
る
子
孫
は
そ
の
選
択
の
許
容
範
囲
が
せ
ま
く
、
そ
の
分
節
集
団
に
お
い
て
広
い
現
状
は
、
決
し
て
選
定
的
出
自
集
団
体
系
に

終
る
こ
と
な
く
、
分
節
集
団
の
祖
先
と
の
系
譜
的
関
係
の
も
ち
方
い
か
ん
に
よ

っ
て
、
沖
縄
本
島
の
出
自
集
団
の
性
格
に

一
致
す
る
も
の

を
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
既
に
奄
美
諸
島
の
世
界
観
が
、
そ
の
秩
序
を
用
意
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
一
九
七
二

・
三

・
三

一
)

(追
記

脱
稿
後
、
筆
者
は
奄
美
大
島
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
し
、
さ
ら
に
奄
美
諸
島
に
関
す
る
新
し
い
報
告
を
手
に
し
た
が
、
そ
の

成
果
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
お
詑
び
申
し
あ
げ
る
と
共
に
、
別
掲
す
る
機
会
を
得
た
い
と
思

っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
)
。

主

(

一

)

小
川
徹
、

一
九
六

五

・
一
九
七

一
、
四
七

三
ー
九
四

村
武
精

一
、

一
九
六
七

c
、

一
r
九

(
二

)

村
武
精

一
、

一
九
六
六
、

二
〇
〇
ー

二
〇
五

比
嘉
政
夫

、

一
九
六
七
、
八
ー

一
〇

馬
渕
東

一
、

一
九
六
五
、
九

(
三

)

馬
渕
東

一
、
前

掲
書

、
九

(
四

)

中
根
千
枝
、

一
九
六

四
、

一
三
六

(
五

)

関
敬
吾
、

一
九

五
九

、
三
三
七

(
六

)

関
敬
吾
、
前
掲
書
、
三
五
三

(
七

)

喜
界
島

で
は
昭
和

一
八
年

に
ム
ヤ
を
防
空
壕
と
し

て
使
用
す
る
た
め
、
中
の
墓
石
を
外

に
出
し
現
在

に
至

っ
て
い
る
。
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(
八

)

中
根
千
枝
、
前

掲
書

、

=
二
九

(
九

)

小
川
徹

、
前
掲
書
、
四
八
三

(
一
〇
)

牛
島
巌

、

一
九
六
九

、

一
二
三

(
=

)

牛
島
巌

、

一
九
六
七
、
二

一

(
一
二
)

ト

囚
幻
田
2
男

一
九
六
三

二

九
七

一
、

二
五
三

(
一
三
)

関
敬
吾

、
前
掲
書
、
三
三
四
、
三
五
三

(
一
四
)

鹿

児
島

民
俗
学
会
(
編
)
、

一
九
七
〇
、
七

八

(
一
五
)

須
藤
健

一
、

一
九
七

一
、
五

一
-
六

一

(
一
六
)

中
根
千
枝
、
前
掲
書

、

一
四
六

(
一
七
)

昇
曙
夢

、

一
九
四
九

・
一
九
七

一
、
二
〇

四
ー

二
三
六

北
見
俊
夫
、

一
九
五
九

a
、

一
〇
1

=

、

一
九
五
九
b
、
二
ニ
ー
五
〇

竹
内
譲
、

一
九
六
九

、
四
六
ー
九
四

(
一
八
)

須
藤
健

一
、

一
九
七
〇

、
四
七
-
五

一

(
一
九
)

伊
藤
幹
治
、

一
九
五
九

、
三
八

(
二
〇

)

牛
島
巌
、

一
九
六
七

、
二
〇

徳
之
島
井
之
川
の

ハ
マ
オ
リ
行
事

の
事
例
を
中
心
に
考
察
し
た
。

(
二

一
)

岩
倉

一
郎
、

一
九

三
三
、

一
五
二

竹
内
譲
、
前
掲
書
、

一
三
四

(
二
二
)

大
林
太
良
、

一
九
六
六

・
一
九

七
〇

、
三
八
ー
四
六

馬
渕
東

一
、

一
九
六
四
、
六
ー

一
八
、

一
九

七

一
、
三
五
九
～
三
七
九

〔
二
三
)

囚
幻
曽
2
国
ズ

}

一
九
六
八
、

一
一
三

(
二
四
)

伊
藤
幹
治

、

一
九
五
八
、

一
二
六
-

一
三
二
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(
二
五
)

閑
閑
田
2
国
♂

匂
゜

一
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